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は
じ
め
に
商
業
史
博
物
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
ま
だ
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
内
容
の
確
認
も
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
一
枚
摺
の
貼
込
帳
を
紹
介
し
た
い
。目
録
第
八
集
（
当
時
の
名
称
に
よ
り
比
較
地
域
研
究
所
資
料
目
録
）
で
江
戸
時
代
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
張
り
込
み
帳
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
孤
立
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
博
物
館
の
か
た
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
の
み
単
独
で
購
入
し
た
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。
貼
込
帳
は
二
折
で
、
題
箋
に
は
天
平
子
鶏
肋
集
飯
沙
天
平
子
鶏
肋
第
二
集
飯
沙
と
あ
る
。
目
録
で
の
表
記
は
鶏
助
集
お
よ
び
鶏
助
第
二
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
二
折
を
ま
と
め
て
鶏
肋
集
ま
た
は
場
合
に
よ
り
貼
込
帳
と
表
記
す
る
。
鶏
肋
と
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
ニ
ワ
ト
リ
の
あ
ば
ら
骨
は
食
べ
る
ほ
ど
の
肉
は
な
い
が
、
少
し
は
肉
が
付
い
て
い
る
の
で
、
捨
て
る
に
は
忍
び
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
た
い
し
て
役
に
立
た
な
い
が
捨
て
る
に
は
惜
し
い
も
の
を
い
う
。
鶏
肋
集
は
こ
の
意
味
合
い
を
踏
ま
え
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
見
立
番
付
、
見
世
物
興
行
の
ビ
ラ
、
双
六
な
ど
の
一
枚
摺
が
大
半
で
あ
る
。
第
一
集
に
二
十
六
点
、
第
二
集
に
二
十
八
点
、
計
五
十
館
蔵
江
戸
時
代
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
張
り
込
み
帳
に
つ
い
て
寄
席
芸
と
見
世
物
を
中
心
と
し
た
紹
介
中
川
桂
四
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
が
尾
張
地
方
・
名
古
屋
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
収
集
者
の
活
動
拠
点
を
類
推
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
林
英
夫
・
青
木
美
智
男
編
番
付
で
読
む
江
戸
時
代
（
柏
書
房
、
二
三
年
）
に
収
録
さ
れ
る
論
考
の
う
ち
、
高
部
俶
子
氏
と
茨
志
麻
氏
の
論
考
中
に
、
名
古
屋
・
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
鶏
肋
集
へ
の
言
及
が
あ
る
。
高
部
氏
尾
張
・
名
古
屋
の
番
付
に
よ
れ
ば
、
鶏
肋
集
は
尾
張
藩
右
筆
の
安
井
重
遠
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
高
部
氏
が
整
理
さ
れ
た
江
戸
期
か
ら
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
間
に
尾
張
・
名
古
屋
で
作
ら
れ
た
番
付
の
う
ち
、
重
遠
の
鶏
肋
集
に
は
刊
行
年
が
断
定
で
き
ず
、
推
定
に
よ
る
年
次
も
含
め
て
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
及
ぶ
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茨
氏
都
市
と
番
付
で
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
藩
士
名
寄
に
基
づ
い
て
安
井
重
遠
の
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
簡
略
に
記
す
と
、
重
遠
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
右
筆
部
屋
留
役
見
習
と
な
り
、
天
保
八
年
に
右
筆
組
頭
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
記
所
留
書
頭
並
、
留
書
頭
を
経
て
最
後
は
槍
奉
行
と
な
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
没
し
て
い
る
。さ
き
に
見
た
よ
う
に
鶏
肋
は
一
般
名
詞
で
は
あ
る
が
、
商
業
史
博
物
館
蔵
の
貼
込
帳
に
は
名
古
屋
に
関
係
す
る
も
の
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
収
録
資
料
の
大
半
が
重
遠
の
活
動
期
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
鶏
肋
集
と
い
う
名
称
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
貼
込
帳
は
現
時
点
で
は
、
安
井
重
遠
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
題
箋
の
天
平
子
お
よ
び
飯
沙
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
く
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
も
し
こ
れ
ら
が
最
初
の
収
集
者
で
は
な
く
、
の
ち
の
所
蔵
者
で
あ
る
な
ど
の
場
合
は
、
さ
き
の
推
定
の
よ
う
に
安
井
重
遠
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
収
め
ら
れ
て
い
る
資
料
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
さ
ら
に
寄
席
芸
と
見
世
物
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
一
全
資
料
の
概
要
貼
込
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
板
行
年
次
不
明
の
も
の
に
つ
い
て
は
年
次
を
記
し
て
い
な
い
。
〔
第
一
集
〕
・
古
今
尾
州
味
噌
見
立
相
撲
名
古
屋
で
自
慢
す
る
に
足
る
、
歴
史
上
の
人
物
や
祭
礼
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
。
番
付
中
に
み
そ
ハ
自
賛
乃
俗
語
と
の
説
明
が
あ
る
。
青
木
美
智
男
編
決
定
版
番
付
集
成
（
柏
書
房
、
二
九
年
）
等
で
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
板
で
、
板
元
は
本
重
と
あ
る
。
・
大
日
本
神
社
仏
閣
御
領
東
方
に
神
社
、
西
方
に
仏
閣
（
寺
院
）
を
、
石
高
を
付
し
て
格
付
け
し
た
見
立
番
付
。
京
都
の
柏
宗
板
で
、
と
く
に
名
古
屋
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
東
方
の
筆
頭
は
二
萬
二
千
石
和
州
春
日
社
、
西
方
の
筆
頭
は
二
萬
千
百
十
九
石
余
和
州
興
福
寺
と
、
と
も
に
奈
良
の
寺
社
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
以
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下
は
全
国
の
寺
社
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
・
国
々
は
ん
く
わ
の
地
み
ち
の
り
あ
ん
な
い
そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
、
中
央
の
欄
の
下
に
諸
国
繁
栄
の
地
を
一
紙
に
集
、
遠
き
ん
の
見
安
か
ら
ん
事
を
知
ら
し
む
る
而
已
と
あ
る
説
明
が
的
を
射
て
い
る
。
東
方
の
大
関
が
尾
州
名
古
屋
に
な
っ
て
い
る
の
が
名
古
屋
人
の
気
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
尾
張
年
中
神
仏
賑
合
数
望
寄
尾
張
に
お
け
る
神
事
・
仏
事
、
祭
礼
、
年
中
行
事
な
ど
の
一
覧
。
前
述
し
た
高
部
氏
作
成
の
番
付
一
覧
に
よ
り
、
江
戸
時
代
図
誌
・
東
海
道
に
既
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
・
都
名
水
視
競
相
撲
京
都
を
題
材
と
し
た
も
の
で
、
京
都
寺
町
錦
小
路
上
ル
町
の
阿
波
屋
定
次
郎
板
。
テ
ー
マ
が
今
一
つ
分
か
り
に
く
い
が
、
大
関
の
東
方
が
巨
椋
入
江
、
同
じ
く
西
方
が
廣
澤
ノ
池
と
な
っ
て
お
り
、
以
下
の
項
目
か
ら
見
る
と
こ
ろ
、
京
都
に
お
け
る
、
水
の
風
景
が
美
し
い
名
所
を
格
付
け
し
て
並
べ
た
も
の
か
と
推
測
す
る
。
・
川
東
諸
芸
の
玉
揃
全
初
編
こ
れ
も
京
都
の
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
名
寄
せ
の
形
式
。
半
ば
か
ら
下
部
は
主
に
祇
園
新
地
な
ど
花
街
の
名
寄
せ
で
あ
る
。
芸
能
に
関
す
る
人
名
と
し
て
は
狂
言
竹
内
荒
木
清
九
郎
謡
曲
ケ
ン
ニ
ン
松
無
呂
氏
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
の
馴
染
み
が
な
く
、
素
人
あ
る
い
は
半
玄
人
的
な
存
在
の
も
の
の
名
寄
せ
か
と
思
わ
れ
る
。
・
儒
者
競
（
手
写
）
儒
学
者
の
見
立
番
付
を
手
写
し
た
も
の
。
全
国
の
儒
者
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
京
都
・
江
戸
・
大
坂
の
三
都
の
者
が
多
い
。
・
諸
国
温
泉
功
能
鑑
全
国
の
温
泉
地
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
で
、
京
都
で
板
行
さ
れ
た
も
の
。
大
関
は
東
方
が
上
州
草
津
の
湯
、
西
方
が
摂
州
有
馬
の
湯
で
あ
る
。
同
様
の
テ
ー
マ
で
数
種
類
が
板
行
さ
れ
て
お
り
、
同
一
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
構
成
の
も
の
が
決
定
版
番
付
集
成
に
載
る
。
・
諸
国
産
物
見
立
相
撲
松
前
昆
布
や
土
佐
の
鰹
節
な
ど
、
各
地
の
名
産
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
。
こ
の
テ
ー
マ
も
人
気
を
得
た
ら
し
く
、
次
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど
数
種
が
出
さ
れ
た
気
配
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
五
條
大
橋
東
詰
町
の
正
本
屋
堅
治
か
ら
板
行
さ
れ
た
も
の
で
、
同
一
の
も
の
が
決
定
版
番
付
集
成
に
載
る
。
尾
張
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
東
方
の
前
頭
に
尾
張
大
根
が
載
り
、
ま
た
世
話
人
の
欄
に
尾
張
瀬
戸
焼
が
見
ら
れ
る
。
・
大
日
本
産
物
相
撲
前
者
と
同
様
の
テ
ー
マ
で
、
全
国
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
大
坂
天
満
十
丁
目
の
河
内
屋
長
七
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
・
上
段
下
段
次
第
不
同
御
免
シ
素
人
浄
瑠
璃
の
見
立
番
付
で
あ
る
が
、
人
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
主
な
地
名
が
宮
、
巾
下
、
川
西
、
中
通
な
ど
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
名
古
屋
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
當
酉
壬
霜
月
廿
六
日
朝
五
ツ
時
ヨ
リ
宮
町
坂
下
ニ
而
興
行
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
特
定
の
浄
瑠
璃
会
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
・
銘
酒
津
く
し
江
戸
横
山
町
二
丁
目
の
泉
永
堂
か
ら
出
板
さ
れ
た
も
の
。
酉
ノ
春
改
再
板
と
あ
る
。
酒
ど
こ
ろ
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
で
あ
る
が
、
板
元
か
ら
考
え
て
も
江
戸
に
下
っ
て
く
る
酒
の
評
価
を
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
伊
丹
と
灘
の
酒
商
で
、
ま
れ
に
池
田
と
新
在
家
が
見
え
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
番
付
も
数
種
が
板
行
さ
れ
て
い
る
。
・
狂
歌
大
角
觝
狂
歌
師
の
見
立
番
付
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
れ
に
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ク
ハ
ナ
（
桑
名
）、
キ
リ
フ
（
桐
生
）、
ヌ
マ
タ
（
沼
田
）、
八
日
市
、
松
代
と
い
っ
た
地
名
が
見
ら
れ
る
。
全
国
を
対
象
と
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
中
部
地
方
と
そ
の
周
辺
を
対
象
と
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
・
日
本
持
丸
長
者
集
筆
者
は
浪
花
の
和
田
正
と
あ
り
、
大
坂
で
板
行
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
い
わ
ゆ
る
長
者
番
付
で
あ
り
、
盛
ん
な
時
期
は
毎
年
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
板
で
は
両
大
関
が
、
東
方
が
大
坂
の
鴻
池
善
右
衛
門
、
西
方
が
京
の
三
井
八
郎
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
国
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
名
府
流
行
珍
奇
混
雑
枠
外
の
上
部
に
天
保
七
年
と
あ
り
、
こ
の
年
に
名
古
屋
で
流
行
し
た
り
話
題
を
集
め
て
い
た
も
の
を
並
べ
た
見
立
番
付
で
あ
る
。
お
よ
そ
時
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
詳
細
の
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
東
方
の
大
関
は
見
立
角
力
ば
ん
附
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
名
古
屋
で
見
立
番
付
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
中
で
、
芸
能
に
か
か
わ
る
項
目
が
注
目
さ
れ
る
。
東
方
の
前
頭
、
四
段
目
の
右
端
に
圓
馬
落
ば
な
し
が
あ
り
、
そ
の
対
に
な
る
西
方
の
前
頭
、
や
は
り
四
段
目
右
端
に
小
吉
物
ま
ね
が
あ
る
。
第
二
節
で
後
述
。
・
〔
実
物
の
相
撲
番
付
〕
多
く
は
見
立
番
付
な
ど
が
収
録
さ
れ
た
貼
込
帳
で
あ
る
が
、
一
枚
の
み
実
際
の
相
撲
興
行
番
付
が
含
ま
れ
て
い
る
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
の
も
の
で
、
番
付
中
に
當
十
一
月
上
旬
於
本
所
回
向
院
境
内
ニ
晴
天
十
日
勧
進
大
相
撲
興
行
仕
候
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
方
大
関
が
柳
川
の
雲
龍
久
吉
、
西
方
大
関
が
肥
後
の
不
知
火
光
右
衛
門
。
ま
た
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
形
で
の
番
付
と
し
て
東
方
に
張
出
関
脇
が
置
か
れ
て
お
り
、
出
雲
の
陣
幕
久
五
郎
が
そ
の
位
置
に
座
っ
て
い
る
。
雲
龍
久
吉
は
の
ち
の
第
十
代
横
綱
で
あ
る
五
代
目
追
手
風
喜
太
郎
、
不
知
火
光
右
衛
門
は
同
じ
く
第
十
一
代
目
横
綱
で
あ
る
二
代
目
不
知
火
諸
右
衛
門
、
陣
幕
久
五
郎
も
の
ち
の
第
十
二
代
横
綱
と
な
る
力
士
で
あ
る
。
・
江
戸
の
は
な
娘
評
判
記
江
戸
に
お
け
る
芸
者
の
名
寄
せ
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
店
の
名
と
女
性
の
名
が
記
さ
れ
た
も
の
。
・
世
の
中
嘘
く
ら
へ
大
角
力
（
手
写
）
真
実
と
は
考
え
難
い
、
建
前
の
発
言
な
ど
を
格
付
け
し
た
滑
稽
な
内
容
の
番
付
を
手
写
し
た
も
の
。
こ
の
テ
ー
マ
も
数
種
が
板
行
さ
れ
て
い
る
。
・
俳
諧
歌
相
撲
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
個
人
名
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
惣
判
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
者
方
山
城
惣
御
連
な
ど
俳
諧
の
講
な
ど
の
集
団
を
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
格
付
け
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
最
下
欄
に
は
兼
題
が
記
さ
れ
る
。
・
大
新
板
日
本
神
社
仏
閣
角
力
合
全
国
の
著
名
な
神
社
や
寺
院
の
格
付
け
を
し
た
番
付
で
、
第
一
集
の
二
枚
目
に
収
録
の
も
の
と
は
内
容
が
異
な
る
。
大
関
は
東
方
が
伊
勢
内
外
大
神
宮
、
西
方
が
京
西
東
本
願
寺
と
な
っ
て
い
る
。
・
新
版
日
本
神
事
数
望
寄
全
国
の
著
名
な
祭
礼
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
。
京
都
で
板
行
さ
れ
た
も
の
で
、
大
関
は
東
方
が
京
都
の
祇
園
会
、
西
方
が
大
坂
の
天
満
祭
と
な
っ
て
い
る
。
・
大
日
本
国
橋
見
立
相
撲
全
国
の
著
名
な
橋
を
格
付
け
し
た
見
立
番
付
。
東
方
大
関
が
岡
崎
・
矢
矧
の
橋
、
西
方
が
岩
国
・
錦
帯
橋
と
な
っ
て
い
る
。
・
新
板
名
陽
持
丸
出
晴
鑑
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
春
の
改
正
と
記
さ
れ
る
。
名
古
屋
の
長
者
番
付
に
あ
た
る
も
の
で
、
当
地
の
三
評
舎
板
と
記
さ
れ
て
い
る
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
丸
竹
細
工
最
後
に
見
世
物
興
行
の
ビ
ラ
が
三
枚
続
く
。
こ
れ
は
大
須
境
内
で
行
わ
れ
た
丸
竹
細
工
の
見
世
物
ビ
ラ
で
あ
る
。
太
夫
元
・
細
工
人
は
、
浪
花
の
三
名
で
、
竹
頭
軒
重
楽
を
中
心
と
す
る
、
安
田
国
七
郎
・
竹
内
伝
吉
を
加
え
た
三
名
で
あ
る
。
第
三
節
で
後
述
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
娘
芸
者
京
細
工
大
須
境
内
ニ
お
ゐ
て
九
月
上
旬
ヨ
リ
と
あ
る
。
細
工
の
場
面
六
点
の
絵
を
示
す
見
世
物
ビ
ラ
。
第
三
節
で
触
れ
る
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
駱
駝
細
工
物
ビ
ラ
中
に
於
大
須
御
門
前
ニ
酉
春
御
覧
入
奉
候
名
鳥
羽
根
お
ふ
よ
せ
細
工
駱
駝
之
図
牡
八
歳
牝
七
歳
と
あ
る
。
細
工
人
は
宮
崎
正
作
、
口
上
が
浪
花
の
花
房
歌
調
で
、
駱
駝
は
長
さ
一
丈
三
尺
、
高
さ
九
尺
五
寸
。
ま
た
、
駱
駝
の
ほ
か
の
細
工
物
も
出
て
お
り
、
象
は
長
さ
三
丈
二
尺
、
高
さ
一
丈
一
尺
三
寸
と
な
っ
て
い
る
。
〔
第
二
集
〕
・
浪
花
持
丸
長
者
鑑
大
坂
の
長
者
番
付
。
勧
進
元
は
三
井
八
郎
右
衛
門
、
差
添
人
が
住
友
吉
次
郎
、
大
関
は
東
方
が
鴻
池
善
右
衛
門
、
西
方
が
加
嶌
屋
久
右
衛
門
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
刊
年
不
詳
。
・
大
日
本
六
十
余
持
分
限
帳
坤
タ
イ
ト
ル
の
持
は
金
持
ち
の
意
。
全
国
を
対
象
と
し
た
長
者
番
付
。
京
都
板
。
・
〔
能
楽
師
名
寄
〕（
手
写
）
能
楽
師
の
名
寄
せ
だ
が
、
大
関
の
東
方
が
小
辰
巳
鉄
之
助
、
西
方
が
大
天
野
新
左
衛
門
、
ま
た
関
脇
は
東
方
が
大
毛
利
藤
之
助
、
西
方
が
フ
岡
山
竹
治
と
あ
り
、
冒
頭
の
一
字
は
そ
れ
ぞ
れ
小
鼓
、
大
鼓
、
笛
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
囃
子
方
を
主
に
扱
っ
た
名
寄
せ
で
は
あ
る
が
、
狂
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
の
で
狂
言
師
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
仙
助も
あ
る
の
で
、
照
葉
狂
言
の
堀
井
仙
助
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
手
写
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
・
美
女
振
袖
鑑
（
手
写
）
ニ
シ
キ
店
鷺
六
角
な
ど
の
地
名
か
ら
、
京
都
に
お
け
る
芸
者
の
格
付
け
と
思
わ
れ
る
。
申
の
年
と
あ
る
。
・
な
が
ひ
も
の
み
じ
か
ひ
も
の
角
力
見
立
評
判
長
・
短
各
々
の
特
徴
的
な
も
の
を
挙
げ
た
滑
稽
番
付
。
短
い
も
の
の
前
頭
の
欄
に
て
ん
わ
う
じ
乃
か
ぶ
ら
（
天
王
寺
蕪
）
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
坂
で
板
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
当
世
う
そ
く
ら
べ
見
立
評
判
酒
呑
の
禁
酒
な
ど
、
あ
て
に
な
ら
な
い
発
言
や
事
項
を
挙
げ
た
滑
稽
番
付
。
・
大
き
な
物
見
た
て
く
ら
べ
大
き
な
話
（
大
言
壮
語
の
意
味
合
い
が
強
い
）
を
挙
げ
る
滑
稽
番
付
。
お
い
ら
ん
の
箱
で
う
ち
ん
（
花
魁
の
箱
提
灯
）
や
ゆ
や
で
ひ
や
う
ば
ん
乃
男
（
湯
屋
で
評
判
の
男
）
な
ど
用
い
ら
れ
て
い
る
語
か
ら
、
江
戸
で
板
行
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
・
浮
世
馬
鹿
あ
ほ
う
の
番
付
全
愚
か
な
者
や
愚
か
な
言
動
を
挙
げ
る
滑
稽
番
付
。
八
丁
堀
七
間
町
の
大
和
屋
伊
兵
衛
が
板
元
で
、
江
戸
で
出
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
・
天
保
八
酉
の
年
再
板
志
ん
ど
い
人
ら
く
な
人
角
力
大
坂
を
題
材
と
し
た
も
の
で
、
東
方
の
し
ん
ど
い
例
に
三
十
石
の
船
頭
、
西
方
の
楽
な
例
に
新
町
の
門
番
な
ど
を
挙
げ
て
対
照
す
る
滑
稽
番
付
。
・
曽
我
模
様
袋
草
紙
歌
舞
伎
の
外
題
看
板
（
江
戸
で
は
名
題
看
板
と
称
す
る
）
風
の
体
裁
を
と
る
摺
物
だ
が
、
内
容
は
詳
ら
か
で
な
い
。
兼
題
御
出
詠
な
ど
の
語
が
見
え
る
の
で
、
狂
歌
の
会
か
と
推
測
す
る
。
・
慶
応
三
初
春
狐
拳
相
撲
狐
拳
の
見
立
番
付
で
、
半
田
、
布
土
、
亀
崎
な
ど
の
地
名
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
名
古
屋
に
と
ど
ま
ら
ず
尾
張
全
域
を
対
象
範
囲
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
日
本
俳
諧
根
元
芭
蕉
座
文
化
七
年
（
一
八
一
）
板
。
江
戸
の
顔
見
世
番
付
風
の
体
裁
を
と
る
。
全
国
俳
諧
師
の
名
寄
せ
か
と
思
わ
れ
る
。
・
籠
細
工
山
巡
五
色
曙
見
世
物
の
ビ
ラ
で
、
當
巳
ノ
三
月
上
旬
よ
り
四
天
王
寺
於
西
門
ニ
奉
御
覧
ニ
入
候
細
工
人
一
田
正
七
郎
と
あ
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
も
の
。
第
三
節
で
後
述
。
・
金
毘
羅
権
現
由
来
硝
子
細
工
象
頭
山
備
前
岡
山
図
見
世
物
ビ
ラ
。
来
ル
三
月
二
日
奉
納
谷
汲
山
ニ
お
ゐ
て
興
行
仕
候
と
あ
り
、
現
・
岐
阜
県
の
谷
汲
山
華
厳
寺
で
興
行
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
開
帳
等
の
人
寄
せ
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
興
行
で
あ
ろ
う
。
細
工
人
は
浪
花
玉
井
武
楽
斎
と
あ
る
。
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
・
風
流
紐
無
博
多
曲
独
楽
曲
独
楽
の
ビ
ラ
。
太
夫
博
多
長
十
郎
と
あ
る
。
興
行
場
所
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
都
度
会
場
を
書
き
込
む
形
で
繰
り
返
し
使
用
し
た
図
柄
か
と
も
思
わ
れ
る
。
文
政
五
年
前
後
の
も
の
と
推
定
す
る
。
第
三
節
で
後
述
。
・
唐
崎
大
明
神
一
ツ
松
之
図
天
保
二
年
の
も
の
。
近
江
八
景
の
一
つ
で
あ
る
唐
崎
の
松
の
摺
物
。
・
法
華
宗
浄
土
宗
安
土
論
之
図
上
部
に
説
明
文
が
あ
り
、
中
央
以
下
に
大
き
く
絵
を
入
れ
た
摺
物
。
そ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
五
月
二
十
七
日
に
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
、
江
州
安
土
の
浄
厳
院
に
お
い
て
法
華
宗
と
浄
土
宗
の
宗
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
・
〔
外
国
船
入
港
図
〕
大
坂
湾
に
ロ
シ
ア
船
が
来
航
し
た
瓦
版
。
そ
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
九
月
十
七
日
に
紀
州
の
日
の
鼻
沖
か
ら
加
太
沖
に
船
が
現
れ
、
十
八
日
に
は
大
坂
の
天
保
山
沖
に
侵
入
し
た
が
、
即
日
兵
庫
沖
へ
退
転
し
た
と
あ
る
。
・
江
戸
登
り
元
祖
浅
草
貝
細
工
巳
八
月
上
旬
尾
州
名
古
屋
大
須
御
境
内
ニ
お
ゐ
て
奉
御
覧
入
候
と
あ
り
、
名
古
屋
大
須
で
の
興
行
。
欄
外
に
九
月
十
カ
日
ニ
見
物
ニ
参
り
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
最
初
の
収
集
者
自
身
が
見
物
に
出
向
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
・
天
保
四
年
癸
巳
七
月
七
日
尾
州
熱
田
マ
エ
ノ
新
田
ノ
海
ニ
テ
上
り
た
る
本
生
写
ノ
絵
図
名
古
屋
に
現
れ
、
話
題
と
な
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
の
絵
図
。
ア
ザ
ラ
シ
の
尾
の
部
分
に
着
色
が
あ
る
。
第
三
節
で
後
述
。
・
大
日
本
豊
作
角
力
見
立
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
板
行
。
こ
の
年
の
豊
作
地
を
記
し
た
見
立
番
付
。
・
巳
の
と
し
新
板
唐
人
お
ど
り
飛
廻
双
六
へ
に
大
坂
荒
木
大
當
り
、
上
り
に
じ
や
お
ど
り
と
あ
る
。
駱
駝
が
渡
来
し
、
唐
人
踊
（
カ
ン
カ
ン
踊
）
が
流
行
し
た
文
政
四
年
の
巳
年
の
も
の
か
。
京
都
建
仁
寺
町
四
條
下
ル
の
京
屋
弥
七
板
。
・
近
日
道
頓
堀
角
の
芝
居
新
狂
言
歌
舞
伎
芝
居
に
か
か
わ
る
、
一
枚
物
の
辻
ビ
ラ
か
。
座
本
藤
川
勝
次
郎
、
立
役
中
村
来
助
の
名
が
見
え
、
紅
楓
秋
葉
話
の
外
題
が
あ
る
。
番
付
目
録
の
類
で
確
認
す
る
と
こ
ろ
、
紅
楓
秋
葉
話
が
初
演
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
九
月
十
五
日
初
日
の
角
芝
居
で
の
興
行
と
見
ら
れ
る
。
・
神
童
奇
産
物
語
上
・
下
の
二
枚
組
。
文
化
九
年
九
月
、
下
総
土
浦
領
相
馬
郡
藤
代
宿
、
百
姓
久
右
衛
門
の
娘
と
や
が
八
歳
で
出
産
し
た
こ
と
を
触
れ
る
瓦
版
。
・
〔
道
成
寺
の
鐘
〕
紀
州
道
成
寺
の
鐘
の
絵
。
鐘
の
銘
文
中
に
紀
伊
州
日
高
郡
矢
田
庄
文
武
天
皇
勅
願
道
成
寺
冶
鑄
鐘
と
見
え
、
鐘
の
説
明
と
し
て
勅
願
所
皇
都
妙
満
寺
霊
宝
と
の
記
載
が
あ
る
。
道
成
寺
の
鐘
は
説
話
を
は
じ
め
、
能
道
成
寺
、
歌
舞
伎
の
女
方
舞
踊
京
鹿
子
娘
道
成
寺
な
ど
で
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
。
・
新
板
伊
勢
参
宮
巡
双
六
京
を
ふ
り
は
じ
め
と
し
て
下
宮
・
内
宮
を
上
り
と
す
る
、
京
都
板
の
飛
び
回
り
双
六
。
・
新
板
江
戸
道
中
廻
双
六
御
江
戸
を
ふ
り
は
じ
め
と
し
て
東
海
道
を
西
行
し
、
御
内
裏
を
上
り
と
す
る
、
江
戸
板
の
飛
び
回
り
双
六
。
・
新
板
伊
勢
参
宮
巡
双
六
京
を
ふ
り
は
じ
め
と
し
て
下
宮
・
内
宮
を
上
り
と
す
る
飛
び
回
り
双
六
だ
が
、
や
や
摺
り
の
悪
い
品
。
二
寄
席
芸
に
か
か
わ
る
一
枚
摺
・
名
附
流
行
珍
奇
混
雑
（
図
）
全
資
料
の
う
ち
で
、
落
語
を
は
じ
め
と
す
る
寄
席
演
芸
と
の
関
係
を
有
す
る
の
が
名
附
流
行
珍
奇
混
雑
と
題
さ
れ
る
一
枚
摺
で
あ
る
。
天
保
七
年
の
年
記
が
あ
り
、
名
古
屋
の
さ
ま
ざ
ま
な
名
物
や
話
題
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
す
で
に
番
付
集
成
の
ほ
か
、
番
付
で
読
む
江
戸
時
代
の
高
部
氏
稿
中
で
も
図
版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
前
頭
の
う
ち
、
東
方
の
四
段
目
右
端
に
圓
馬
落
ば
な
し
、
同
じ
く
西
方
の
四
段
目
右
端
と
い
う
同
位
置
に
小
吉
物
ま
ね
が
見
え
る
。
ま
ず
、
圓
馬
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
こ
れ
は
花
枝
房
圓
馬
で
、
こ
の
時
期
に
名
古
屋
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
噺
家
で
あ
る
。
圓
馬
に
つ
い
て
は
す
で
に
宮
尾
與
男
氏
の
考
察
が
あ
り
（
上
方
舌
耕
文
芸
史
の
研
究
）、
名
古
屋
で
の
動
向
に
つ
い
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宮
尾
氏
の
論
考
を
参
照
し
つ
つ
簡
単
に
経
緯
を
追
っ
て
お
き
た
い
。
圓
馬
は
も
と
も
と
江
戸
で
活
動
し
て
い
た
。
東
都
噺
者
師
弟
系
図
（
初
代
三
遊
亭
円
生
編
、
天
保
七
年
頃
刊
）
で
は
初
代
三
遊
亭
円
生
門
人
と
す
る
が
、
本
朝
話
者
系
図
（
全
亭
武
正
こ
と
三
世
三
笑
亭
可
楽
編
、
明
治
四
年
頃
成
立
）
で
は
江
戸
ノ
サ
ン
初
代
林
ヤ
正
蔵
門
人
花
枝
房
春
好
上
京
ノ
セ
ツ
初
代
円
生
林
ヤ
両
門
と
成
て
円
馬
京
大
坂
ト
ッ
チ
リ
ト
ン
の
玉
と
云
大
坂
ニ
没
ス
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
圓
馬
は
天
保
四
年
に
初
め
て
名
古
屋
へ
の
旅
興
行
を
し
、
七
月
二
十
六
日
よ
り
若
宮
社
で
興
行
し
た
。
こ
の
時
の
記
録
を
載
せ
る
小
寺 図
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
玉
晁
見
世
物
雑
志
（
郡
司
正
勝
・
関
山
和
夫
編
、
三
一
書
房
刊
に
よ
る
）
で
は
、
圓
馬
に
つ
い
て
江
戸
落
し
噺
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
を
拠
点
と
す
る
噺
家
で
あ
る
こ
と
を
謳
い
文
句
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
天
保
六
年
九
月
に
大
須
で
、
翌
七
年
正
月
に
も
大
須
で
興
行
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
流
行
語
も
生
み
出
し
て
い
る
。
見
世
物
雑
志
に
よ
れ
ば
噺
の
内
ニ
、
ナ
ン
ノ
ト
云
レ
タ
義
理
カ
ヘ
と
い
ふ
事
を
圓
馬
折
々
い
ひ
し
か
、
終
ニ
は
や
り
言
葉
と
成
て
、
大
ニ
流
行
な
り
と
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
天
保
七
年
は
五
月
、
七
月
、
十
月
と
三
度
の
名
古
屋
で
の
興
行
が
見
世
物
雑
志
に
記
さ
れ
て
お
り
、
翌
八
年
も
正
月
八
日
の
大
須
入
口
で
の
道
具
入
り
噺
興
行
を
筆
頭
に
、
た
び
た
び
名
古
屋
で
の
興
行
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
は
ほ
ぼ
名
古
屋
に
根
を
下
ろ
し
て
活
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。見
立
番
付
に
戻
る
と
、
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
た
天
保
七
年
は
、
正
月
に
ナ
ン
ノ
ト
云
レ
タ
義
理
カ
ヘ
と
い
う
言
い
回
し
を
流
行
ら
せ
、
名
古
屋
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
古
屋
で
活
動
す
る
話
題
の
噺
家
と
し
て
、
番
付
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
記
録
か
ら
は
道
具
入
り
噺
を
演
じ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
ほ
か
、
よ
し
こ
の
節
を
交
え
て
の
高
座
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
宮
尾
氏
に
よ
れ
ば
天
保
八
年
十
一
月
以
降
は
大
坂
に
拠
点
を
移
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
坂
で
は
と
っ
ち
り
と
ん
と
い
う
歌
を
売
り
物
と
し
た
。
浪
花
み
や
げ
中
に
あ
る
天
保
十
一
年
の
浪
花
諸
芸
玉
づ
く
し
で
は
玄
人
の
噺
家
七
名
の
中
で
と
つ
ち
り
と
ん
の
円
馬
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
と
っ
ち
り
と
ん
の
薄
物
唄
本
が
多
数
出
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
荻
田
清
氏
上
方
落
語
流
行
唄
の
時
代
に
詳
し
い
。
さ
て
、
そ
の
圓
馬
と
対
照
さ
れ
る
位
置
に
記
さ
れ
る
の
が
小
吉
物
ま
ね
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
物
真
似
で
人
気
を
博
し
た
芳
川
小
吉
で
あ
る
。
小
吉
の
活
動
の
様
子
を
見
世
物
雑
志
で
確
認
す
る
と
、
文
政
年
間
の
前
半
、
そ
し
て
し
ば
ら
く
間
を
お
い
て
天
保
四
年
か
ら
七
年
に
そ
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。文
政
二
年
四
月
お
よ
び
同
四
年
二
月
に
は
、
と
も
に
大
須
で
興
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
折
の
記
事
に
は
と
も
に
か
る
口
浮
世
は
な
し
吉
川
小
吉
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
自
身
の
芸
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
名
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
後
、
文
政
年
間
に
は
同
五
年
お
よ
び
六
年
と
二
度
の
名
古
屋
で
の
出
演
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
吉
を
含
め
た
一
座
の
興
行
は
物
真
似
興
行
を
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
し
ば
ら
く
名
古
屋
で
の
出
演
が
確
認
で
き
ず
、
次
に
出
演
が
確
か
め
ら
れ
る
の
は
天
保
四
年
に
な
る
。
天
保
期
に
つ
い
て
は
、
主
に
花
月
庵
喜
笑
（
小
田
切
春
江
）
の
名
陽
見
聞
図
会
（
服
部
良
男
編
、
美
術
文
化
史
研
究
会
）
で
小
吉
の
活
動
を
追
っ
て
み
た
い
。
最
初
の
記
事
は
天
保
四
年
正
月
十
二
日
で
、
大
須
門
前
ニ
て
、
噺
し
物
真
似
は
じ
ま
る
と
あ
り
、
芳
川
小
吉
を
筆
頭
に
七
名
の
芸
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
一
日
の
記
事
に
は
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
清
寿
院
ニ
て
、
噺
し
物
真
似
は
じ
ま
る
と
の
記
事
が
あ
り
、
小
吉
を
筆
頭
に
九
名
の
芸
人
名
を
挙
げ
た
の
ち
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
此
物
ま
ね
大
評
判
ニ
て
日
毎
に
見
物
夥
し
。
さ
れ
バ
、
い
ろ
い
ろ
珍
ら
し
き
景
事
を
な
す
に
、
皆
、
紅
粉
を
粧
ひ
、
よ
き
衣
裳
を
着
る
也
。（
以
下
、
割
注
）
む
か
し
の
物
ま
ね
ハ
、
羽
折
を
着
て
舞
台
へ
出
、
い
ろ
の
か
る
口
な
ど
い
ふ
の
ミ
ニ
て
、
こ
ハ
い
ろ
と
い
へ
共
、
身
ぶ
り
ハ
無
か
り
し
よ
し
。
そ
を
近
き
頃
に
至
て
ハ
さ
ま
の
新
手
を
好
ミ
て
、
今
ハ
顔
に
せ
景
事
と
い
へ
バ
、
芝
居
の
通
り
に
て
花
や
か
な
る
観
と
な
れ
り
。
扨
、
顔
を
ぬ
る
事
ハ
、
往
じ
年
東
清
七
と
い
へ
る
芸
者
、
当
所
へ
来
り
、
始
て
顔
を
ぬ
っ
て
、
身
ぶ
り
を
な
せ
し
と
ぞ
。（
後
略
）
こ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
の
物
真
似
は
声
色
の
み
を
披
露
す
る
形
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
化
粧
を
し
、
衣
裳
を
着
て
芝
居
の
よ
う
に
身
振
り
を
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
変
化
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
大
坂
で
も
物
真
似
の
見
せ
方
を
工
夫
し
た
東
清
七
が
、
名
古
屋
で
は
初
め
て
演
じ
た
も
の
だ
と
い
う
。
小
吉
が
活
躍
し
た
時
期
は
ち
ょ
う
ど
物
真
似
の
見
せ
方
の
変
革
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
五
年
四
月
の
興
行
に
つ
い
て
は
見
世
物
雑
志
に
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
だ
っ
て
清
寿
院
で
興
行
の
物
真
似
、
芳
川
小
吉
一
座
が
四
月
六
日
か
ら
大
須
山
門
外
で
桂
文
治
入
興
行
と
称
え
て
開
始
し
た
も
の
の
、
桂
文
治
は
来
ず
、
小
吉
の
一
座
の
み
で
四
月
二
十
日
ご
ろ
ま
で
興
行
し
た
、
と
す
る
。
こ
の
時
期
の
文
治
は
三
代
目
に
な
る
が
、
前
宣
伝
と
異
な
り
、
結
果
的
に
は
落
語
家
の
大
看
板
は
同
座
し
な
か
っ
た
。
さ
て
、
再
び
名
陽
見
聞
図
会
に
よ
っ
て
記
録
を
た
ど
る
と
、
同
六
年
閏
七
月
二
十
八
日
に
は
清
寿
院
で
物
真
似
興
行
が
始
ま
っ
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
新
手
を
な
し
て
大
に
は
や
る
と
し
て
、
九
名
の
芸
人
名
を
列
挙
し
て
お
り
、
二
人
目
に
小
吉
の
名
が
見
ら
れ
る
。
同
七
年
正
月
七
日
に
も
清
寿
院
で
の
物
真
似
に
小
吉
が
出
演
し
て
お
り
、
同
年
五
月
七
日
か
ら
若
宮
で
の
物
真
似
興
行
で
は
芳
川
小
吉
一
座
。
一
向
流
行
ず
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
同
書
に
み
ら
れ
る
小
吉
の
最
後
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
興
行
に
つ
い
て
見
世
物
雑
志
で
は
芳
川
小
吉
斗
に
て
、
跡
四
五
人
ハ
一
向
な
る
下
手
の
よ
し
。
名
前
不
知
。
一
向
不
評
判
之
上
、
此
節
雨
天
つ
ゞ
き
候
付
、
二
三
日
相
勤
、
仕
舞
と
記
し
て
お
り
、
小
吉
自
身
の
責
任
と
い
う
よ
り
も
周
囲
の
芸
人
の
実
力
不
足
と
悪
天
候
の
た
め
、
不
評
に
終
わ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
小
吉
は
天
保
四
年
以
降
、
名
古
屋
で
の
物
真
似
興
行
に
た
び
た
び
出
演
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
番
付
に
お
い
て
圓
馬
と
対
照
さ
れ
る
位
置
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
こ
の
見
立
番
付
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
噺
と
物
真
似
の
各
分
野
で
頻
繁
に
出
演
が
確
認
さ
れ
る
芸
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
名
古
屋
と
大
坂
の
見
世
物
ビ
ラ
名
古
屋
と
大
坂
で
興
行
さ
れ
た
見
世
物
の
ビ
ラ
を
、
貼
り
込
ま
れ
る
順
に
紹
介
す
る
。
そ
の
た
め
年
次
は
前
後
し
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
丸
竹
細
工
（
図
）
名
古
屋
の
大
須
境
内
で
行
わ
れ
た
丸
竹
細
工
の
見
世
物
ビ
ラ
で
あ
る
が
、
年
記
は
入
っ
て
い
な
い
。
ビ
ラ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
太
夫
元
と
細
工
人
名
で
、
竹
頭
軒
重
楽
を
中
心
と
し
、
安
田
国
七
郎
・
竹
内
伝
吉
を
加
え
た
三
名
で
あ
る
。
高
力
種
信
（
号
・
猿
猴
庵
）
が
記
し
た
猿
猴
庵
日
記
（
日
本
都
市
生
活
史
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
料
集
成
四
・
城
下
町
篇
）
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
丸
竹
細
工
見
世
物
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
の
上
旬
に
行
わ
れ
た
興
行
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
は
大
須
門
前
に
て
、
大
坂
竹
頭
軒
か
作
り
し
丸
竹
細
工
を
見
す
る
。（
中
略
）
大
な
る
仮
屋
を
か
ま
へ
、
入
口
に
は
丸
竹
細
工
、
奥
に
は
舞
台
有
。
も
み
け
し
人
形
の
か
ら
く
り
を
な
す
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
小
屋
の
略
図
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
内
部
は
七
間
で
屋
根
な
し
、
す
な
わ
ち
外
郭
の
囲
い
の
み
で
隔
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
略
図
中
に
興
行
の
初
日
に
つ
い
て
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
九
日
初
日
の
筈
な
り
し
か
、
手
間
取
て
、
十
一
日
よ
り
細
工
出
揃
と
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
陳
列
す
る
細
工
物
が
不
揃
い
な
ま
ま
九
日
に
初
日
を
あ
け
た
の
か
、
十
一
日
に
出
そ
ろ
っ
た
時
点
で
初
日
を
迎
え
た
の
か
、
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
確
定
し
が
た
い
。
そ
の
点
に
つ
き
、
他
の
資
料
を
確
認
し
た
い
。
見
世
物
雑
志
で
は
、
こ
の
興
行
に
つ
い
て
九
月
上
旬
よ
り
と
し
た
横
に
（
十
一
日
）
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
推
定
す
れ
ば
十
一
日
に
初
日
を
開
け
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
小
寺
玉
晁
も
、
も
み
け
し
人
形
と
そ
の
あ
て
物
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
玉
晁
に
は
印
象
深
い
点
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
娘
芸
者
京
細
工
（
図
）
大
須
境
内
ニ
お
ゐ
て
九
月
上
旬
ヨ
リ
と
あ
り
、
大
須
観
音
境
内
で
行
わ
れ
た
、
挿
絵
六
点
を
示
す
見
世
物
ビ
ラ
で
あ
る
。
京
都
の
大
坂
屋
定
吉
・
市
松
・
繁
野
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
出
演
者
と
思
わ
れ
る
。
三
番
叟
や
道
成
寺
な
ど
の
挿
絵
が
あ
る
。
図
こ
の
興
行
に
つ
い
て
は
他
の
記
事
が
確
認
で
き
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
興
行
年
次
な
ど
が
確
定
で
き
な
い
。
・
〔
見
世
物
ビ
ラ
〕
駱
駝
細
工
物
（
図
）
大
須
門
前
で
行
わ
れ
た
細
工
見
世
物
の
興
行
で
、
ビ
ラ
中
に
あ
る
年
記
は
酉
春
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
政
八
年
の
年
頭
に
行
わ
れ
た
も
の
と
確
定
で
き
る
。
同
年
の
猿
猴
庵
日
記
に
は
（
正
月
）
十
八
日
よ
り
、
大
須
門
前
に
て
、
鳥
の
羽
根
細
工
を
見
す
る
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
小
屋
内
部
の
略
図
が
あ
り
、
図
中
に
ら
く
だ
の
う
つ
し
二
ツ
前
に
あ
げ
ま
く
を
か
け
る
か
ん
ば
ん
象
と
あ
り
、
表
に
は
象
の
看
板
を
掲
げ
、
駱
駝
の
作
り
物
が
出
さ
れ
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
同
書
に
は
京
都
よ
り
江
戸
へ
行
て
帰
り
（
筆
者
注
・
見
世
物
興
行
の
巡
回
ル
ー
ト
の
説
明
）
と
口
上
を
い
へ
共
、
実
は
名
古
屋
細
工
の
よ
し
、
甚
、
見
事
な
り
と
の
記
述
が
あ
り
、
猿
猴
庵
は
、
口
上
の
内
容
と
は
相
違
し
て
名
古
屋
で
造
ら
れ
た
と
の
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
た
い
へ
ん
見
事
な
も
の
で
あ
る
と
の
感
想
を
記
し
て
い
る
。
駱
駝
の
見
世
物
は
こ
の
時
期
、
全
国
的
に
大
き
な
人
気
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
文
政
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
り
、
駱
駝
が
長
崎
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
ず
同
六
年
に
大
坂
で
、
つ
い
で
同
七
年
に
江
戸
で
見
世
物
と
な
る
。
名
古
屋
で
は
同
九
年
十
一
月
、
大
須
観
音
で
見
世
物
と
な
っ
た
。
こ
の
細
工
物
は
、
そ
の
よ
う
な
駱
駝
の
人
気
を
利
用
し
て
、
実
際
に
現
物
が
公
開
さ
れ
る
の
に
先
立
ち
、
細
工
物
を
見
せ
て
人
集
め
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
寺
玉
晁
は
見
世
物
雑
志
に
お
い
て
鳥
の
羽
根
細
工
見
世
物
に
触
れ
、
看
板
ぞ
う
中
虎
扇
掛
桜
つ
ゝ
じ
人
魚
大
字
掛
物
蛤
牡
図
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
丹
猫
駱
駝
二
つ
と
の
記
載
を
残
し
て
い
る
。
さ
き
の
猿
猴
庵
の
記
事
と
照
合
す
る
と
、
象
は
看
板
の
み
に
示
さ
れ
た
だ
け
で
、
小
屋
内
部
で
の
陳
列
は
な
か
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
は
翌
九
年
の
駱
駝
の
興
行
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
日
よ
り
、
大
須
山
門
外
ニ
お
ゐ
て
、
駱
駝
見
す
る
。
江
戸
表
に
て
見
せ
候
後
東
国
を
廻
り
、
越
前
加
賀
廻
り
当
地
江
来
る
。
右
以
前
三
日
之
間
、
一
之
宮
に
て
見
す
る
と
、
巡
行
の
道
筋
に
つ
き
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。
高
力
猿
猴
庵
は
鳥
の
羽
根
細
工
か
ら
実
際
の
駱
駝
の
見
世
物
ま
で
を
記
録
し
、
絵
本
駱
駝
具
誌
（
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
猿
猴
庵
の
本
第
十
四
回
配
本
）
を
著
し
て
い
る
。
・
四
天
王
寺
籠
細
工
（
図
）
大
坂
四
天
王
寺
で
の
籠
細
工
見
世
物
ビ
ラ
で
、
細
工
人
・
一
田
正
七
郎
に
よ
る
山
巡
五
色
曙
を
表
題
と
す
る
興
行
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
ビ
ラ
か
ら
う
か
が
え
る
。
浜
松
歌
国
摂
陽
奇
観
（
浪
速
叢
書
第
六
）
に
こ
の
見
世
物
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
、
文
政
四
年
三
月
（
開
始
日
は
不
明
）
の
興
行
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
書
に
は
天
王
寺
西
門
ニ
而
籠
細
工
富
士
の
巻
狩
先
年
に
相
替
ら
ず
今
年
も
大
繁
昌
山
巡
五
色
曙
細
工
人
一
田
正
七
郎
と
あ
る
。
先
年
に
相
替
ら
ず
と
の
文
言
か
ら
、
こ
れ
に
先
立
つ
興
行
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
同
書
に
よ
れ
ば
こ
の
二
年
前
で
あ
る
文
政
二
年
の
二
月
二
十
二
日
か
ら
、
天
王
寺
西
門
石
の
鳥
居
の
北
で
一
田
正
七
郎
に
よ
る
籠
細
工
の
興
行
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
四
天
王
寺
に
お
け
る
一
連
の
籠
細
工
見
世
物
の
初
回
で
あ
り
、
こ
の
時
は
天
竺
の
僧
仮
寝
姿
と
題
さ
れ
た
、
大
き
な
釈
迦
の
涅
槃
像
を
目
玉
と
す
る
興
行
で
あ
っ
た
。
大
ひ
な
る
仮
屋
を
し
つ
ら
ひ
古
今
の
大
図
当
り
等
と
評
さ
れ
て
い
る
。
鶏
肋
集
に
残
さ
れ
た
ビ
ラ
は
、
こ
の
興
行
に
続
く
四
天
王
寺
で
の
二
度
目
の
興
行
に
あ
た
る
。
四
天
王
寺
で
は
さ
ら
に
文
政
五
年
に
も
籠
細
工
見
世
物
が
出
さ
れ
て
い
る
。
摂
陽
奇
観
に
よ
れ
ば
同
年
三
月
に
天
王
寺
西
門
ニ
而
籠
細
工
三
度
目
漢
倭
強
勇
士
籠
編
細
工
人
一
田
友
七
郎
後
見
一
田
正
七
郎
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
政
二
年
の
籠
細
工
が
評
判
を
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
四
年
の
う
ち
に
三
度
の
興
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
文
政
五
年
の
興
行
で
は
一
田
正
七
郎
が
後
見
と
さ
れ
て
お
り
、
細
工
人
の
中
心
か
ら
退
い
て
い
る
気
配
が
あ
る
が
、
同
書
に
よ
れ
ば
正
七
郎
は
こ
の
年
の
九
月
二
十
三
日
に
没
し
て
い
る
。
・
博
多
曲
独
楽
（
図
）
博
多
長
十
郎
に
よ
る
曲
独
楽
興
行
で
、
興
行
場
所
に
つ
い
て
は
明
記
が
な
い
も
の
の
、
興
行
事
例
の
多
さ
か
ら
大
坂
で
の
見
世
物
ビ
ラ
と
推
測
す
る
。
名
古
屋
で
の
博
多
独
楽
興
行
の
記
録
は
少
な
く
、
見
世
物
雑
志
に
見
ら
れ
る
の
も
、
文
政
八
年
七
月
十
八
日
か
ら
大
須
山
門
外
で
行
わ
れ
た
は
な
し
・
物
ま
ね
・
こ
ま
廻
し
の
興
行
の
み
で
あ
る
。
そ
の
興
行
で
は
大
坂
の
曲
独
楽
師
で
あ
る
博
多
長
四
郎
、
浮
世
物
真
似
の
鬘
友
三
鳥
、
噺
と
物
真
似
声
色
の
桂
文
吾
、
口
上
で
粂
川
巴
鳥
の
四
人
の
名
が
見
え
、
長
四
郎
に
つ
い
て
は
こ
ま
廻
し
甚
だ
上
手
也
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
博
多
長
十
郎
と
は
名
が
一
致
し
な
い
。
同
じ
興
行
に
つ
い
て
猿
猴
庵
日
記
で
は
、
他
の
芸
能
に
は
触
れ
ず
曲
独
楽
に
つ
い
て
の
み
触
れ
て
お
り
、
綱
な
し
曲
こ
ま
を
見
す
る
。
羽
形
一
流
と
の
ご
く
簡
単
な
記
述
し
か
図
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
な
い
。
以
下
に
述
べ
る
大
坂
と
は
異
な
り
、
名
古
屋
で
曲
独
楽
が
流
行
し
た
気
配
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
大
坂
の
様
子
に
つ
い
て
摂
陽
奇
観
に
よ
り
近
世
半
ば
以
降
の
曲
独
楽
に
か
ん
す
る
動
向
を
確
か
め
る
と
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
と
計
三
度
の
曲
独
楽
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
和
五
年
の
記
事
で
は
今
年
大
坂
市
中
に
曲
陀
螺
流
行
ス
轉博
田
吉
五
郎
曲
独
楽
大
流
行
と
あ
る
。
天
明
七
年
の
記
事
は
比
較
的
詳
し
く
、
当
秋
博
田
独
楽
流
行
と
あ
っ
て
、
江
戸
よ
り
博
田
永
蔵
と
い
う
細
工
人
が
来
て
坐
摩
社
内
や
道
頓
堀
で
曲
独
楽
の
興
行
を
行
い
、
見
物
人
が
多
く
夫
よ
り
大
坂
市
中
に
独
楽
ま
ハ
し
大
ひ
ニ
流
行
せ
り
と
し
て
、
妙
技
の
演
目
を
多
数
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
五
年
は
三
月
に
若
太
夫
芝
居
で
風
流
紐
な
し
博
多
曲
独
楽
太
夫
博
多
長
之
介
の
興
行
が
あ
り
、
此
節
大
坂
町
中
ニ
博
多
独
楽
流
行
と
あ
る
。
鶏
肋
集
所
載
の
ビ
ラ
は
太
夫
名
が
博
多
長
十
郎
で
あ
り
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
名
古
屋
で
の
文
政
八
年
の
興
行
と
は
、
曲
独
楽
師
の
名
や
綱
な
し
曲
独
楽
と
の
文
言
に
類
似
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
大
坂
の
三
度
の
流
行
期
の
う
ち
文
政
五
年
の
記
録
と
は
、
風
流
紐
な
し
博
多
曲
独
楽
と
の
謳
い
文
句
が
一
致
す
る
こ
と
、
太
夫
名
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ビ
ラ
が
文
政
四
年
の
籠
細
工
見
世
物
の
二
枚
後
に
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
勘
案
し
、
こ
の
興
行
は
文
政
五
年
前
後
の
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
図
・
江
戸
登
り
元
祖
浅
草
貝
細
工
（
図
）
ビ
ラ
に
巳
八
月
上
旬
尾
州
名
古
屋
大
須
御
境
内
ニ
お
ゐ
て
奉
御
覧
入
候
と
記
さ
れ
た
、
名
古
屋
大
須
で
の
興
行
で
あ
る
。
猿
猴
庵
日
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
興
行
は
文
政
四
年
八
月
十
六
日
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
屋
の
略
図
の
ほ
か
、
比
較
的
詳
し
い
記
事
が
載
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。
十
六
日
よ
り
、
大
須
門
前
に
て
、
貝
細
工
の
見
せ
物
は
じ
ま
り
。
此
貝
細
工
は
、
江
戸
の
浅
草
の
奥
山
に
て
初
而
出
し
、
京
大
坂
に
て
も
見
せ
も
の
に
し
、
大
評
判
也
。
江
戸
錦
絵
・
草
双
子紙
カ
に
も
出
た
り
。
作
者
は
、
浅
草
大
塚
看
造
と
い
ふ
。
く
わ
し
く
は
、
ば
ん
づ
け
・
絵
図
あ
り
て
う
る
也
。
又
、
貝
細
工
の
桜
の
花
か
ん
ざ
し
を
う
る
。
こ
れ
を
う
る
女
は
、
浅
草
寺
の
楊
子
屋
娘
を
つ
れ
来
る
由
。
又
、
木
戸
口
に
大
の
ほ
り
四
本
あ
り
。
江
戸
浅
草
元
祖
貝
細
工
と
染
た
る
が
二
本
、
貝
細
工
元
祖
大
塚
看
造
丈
江
坂
東
三
津
五
郎
と
染
た
る
が
一
本
、
同
様
に
し
て
坂
東
箕
之
助
と
い
ふ
の
ぼ
り
一
本
あ
り
。
見
せ
も
の
へ
、
役
者
よ
り
の
ほ
り
を
送
る
事
は
、
古
今
珍
ら
し
。
殊
外
、
繁
昌
也
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
実
際
に
浅
草
で
見
世
物
に
さ
れ
た
の
ち
に
京
・
大
坂
へ
も
巡
行
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
か
ん
ざ
し
の
販
売
に
は
浅
草
寺
の
楊
枝
屋
の
看
板
娘
を
連
れ
て
き
た
、
と
の
触
れ
込
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
通
常
は
珍
し
い
歌
舞
伎
役
者
か
ら
贈
ら
れ
た
幟
を
立
て
る
な
ど
し
て
評
判
が
高
く
、
人
気
を
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
欄
外
に
九
月
日
ニ
見
物
ニ
参
り
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
日
付
が
不
明
瞭
だ
が
十
日
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
興
行
を
収
集
者
図
館蔵 江戸時代番付コレクション張り込み帳 について
自
身
が
見
物
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
月
を
ま
た
い
で
九
月
も
興
行
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
評
判
が
立
っ
た
の
ち
に
見
物
に
出
か
け
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
〔
付
〕
天
保
四
年
癸
巳
七
月
七
日
尾
州
熱
田
マ
エ
ノ
新
田
ノ
海
ニ
テ
上
り
た
る
本
生
写
ノ
絵
図
（
図
）
ア
ザ
ラ
シ
の
絵
図
で
あ
る
が
、
こ
の
摺
物
は
著
名
な
も
の
で
、
名
古
屋
市
博
物
館
で
行
わ
れ
た
特
別
展
の
図
録
盛
り
場
祭
り
・
見
世
物
・
大
道
芸
に
も
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
ア
ザ
ラ
シ
は
珍
し
い
動
物
と
し
て
名
古
屋
近
辺
で
た
い
へ
ん
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ザ
ラ
シ
の
土
人
形
が
作
ら
れ
る
な
ど
関
連
商
品
も
売
り
出
さ
れ
、
社
会
的
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
事
態
と
な
っ
た
。
捕
獲
の
の
ち
、
天
保
四
年
八
月
十
四
日
よ
り
清
寿
院
で
見
世
物
と
し
て
興
行
さ
れ
た
の
で
、
当
該
資
料
は
見
世
物
ビ
ラ
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
ア
ザ
ラ
シ
の
見
世
物
に
つ
い
て
は
見
世
物
雑
志
に
も
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
名
陽
見
聞
図
会
に
さ
ら
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
四
年
七
月
冒
頭
の
記
事
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
二
日
夜
、
熱
田
前
新
田
へ
異
な
る
海
獣
入
て
、
同
三
日
此
事
を
諸
所
へ
は
な
し
伝
へ
聞
つ
た
へ
て
、
是
を
見
に
行
者
数
多
あ
り
し
が
、
同
八
日
の
未
明
、
日
置
の
漁
者
鱸
網
を
も
っ
て
是
を
得
た
る
に
、
実
名
知
れ
ず
。
い
ろ
と
名
を
い
ふ
内
、
海
獺
と
い
ふ
人
多
し
。（
中
略
）
夫
後
に
、
見
せ
物
に
出
せ
し
時
も
海
獺
と
書
出
せ
り
。
こ
こ
か
ら
、
ア
ザ
ラ
シ
が
熱
田
前
新
田
に
現
れ
た
の
は
七
月
二
日
で
、
同
八
日
に
捕
獲
し
、
珍
し
さ
の
た
め
ア
ザ
ラ
シ
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
ず
に
海
獺
（
カ
図
ワ
ウ
ソ
）
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
、
見
世
物
と
な
っ
て
か
ら
の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
既
に
八
月
十
四
日
清
寿
院
芝
居
小
屋
の
む
か
へ
に
小
屋
を
作
り
、
爰
に
出
し
て
見
す
る
に
、
殊
の
外
は
や
り
た
り
。
但
し
、
此
内
も
次
第
に
よ
ハ
り
て
、
同
十
七
日
の
夜
、
終
に
死
し
た
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
捕
獲
さ
れ
て
か
ら
一
ヵ
月
以
上
の
ち
に
な
っ
て
見
世
物
と
し
て
公
開
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
弱
っ
て
い
た
も
の
か
、
四
日
目
に
命
を
落
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
人
気
に
便
乗
し
た
関
連
商
品
に
つ
い
て
も
書
き
記
し
て
い
る
。
海
獣
の
評
判
高
き
に
付
、
さ
ま
の
持
遊
び
・
菓
子
の
類
ひ
を
出
す
。
最
初
に
此
形
を
作
り
て
売
し
ハ
、
此
節
鉢
山
人
形
を
商
ふ
者
ニ
て
、
四
万
六
千
日
の
夜
、
大
須
の
賑
合
に
出
し
て
是
を
売
し
。（
中
略
）
其
後
、
七
月
中
旬
に
い
た
り
、
追
々
此
持
遊
び
を
作
り
出
し
、
又
、
下
直
ら
く
が
ん
に
も
、
こ
の
形
を
作
る
。
或
ひ
ハ
手
ぬ
ぐ
ひ
に
染
て
諸
々
に
売
出
し
た
り
。
こ
の
記
事
で
興
味
深
い
の
は
、
ア
ザ
ラ
シ
が
姿
を
現
し
た
直
後
か
ら
見
物
人
が
集
ま
る
な
ど
し
て
す
で
に
評
判
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
見
世
物
と
な
る
に
先
立
っ
て
、
大
須
の
縁
日
で
あ
る
七
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
土
人
形
、
落
雁
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
鶏
肋
集
所
収
の
摺
物
も
熱
田
に
現
れ
た
ア
ザ
ラ
シ
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
見
世
物
と
な
る
以
前
に
出
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
出
現
し
た
段
階
か
ら
の
話
題
ぶ
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
摺
物
と
い
え
よ
う
。
む
す
び鶏
肋
集
に
収
め
ら
れ
た
摺
物
の
う
ち
、
主
に
寄
席
芸
や
見
世
物
に
か
か
わ
る
も
の
を
紹
介
し
た
が
、
文
字
通
り
紹
介
に
止
ま
る
も
の
で
、
年
次
が
確
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
拙
い
内
容
と
な
っ
た
こ
と
は
筆
者
の
力
不
足
で
あ
る
。
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
表
す
る
こ
と
で
御
教
示
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
確
認
作
業
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
貝
細
工
見
世
物
の
ビ
ラ
に
見
物
ニ
参
り
と
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
収
集
者
は
名
古
屋
を
拠
点
と
し
た
人
物
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
大
坂
の
見
世
物
ビ
ラ
も
存
在
し
て
お
り
、
大
坂
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
近
世
名
古
屋
に
お
け
る
諸
芸
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
参
照
し
た
見
世
物
雑
志
猿
猴
庵
日
記
名
陽
見
聞
図
会
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ら
に
前
の
時
代
で
あ
れ
ば
鸚
鵡
籠
中
記
と
い
っ
た
好
資
料
が
多
数
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
貼
込
帳
か
ら
も
、
名
古
屋
が
豊
饒
な
芸
能
文
化
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
記
録
し
よ
う
と
す
る
教
養
の
高
い
文
化
人
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
付
記資
料
の
閲
覧
お
よ
び
撮
影
に
つ
き
多
大
な
助
力
を
賜
っ
た
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
の
皆
様
に
、
末
尾
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度
二
松
學
舍
大
学
特
別
研
究
員
（
国
内
）
制
度
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
